








































































































 第Ⅶ章「結論」では以上の議論を踏まえ，本研究で得られた知見を以下の 4 点に総
括した。一点目は，地理学的な見地から生産地域の成立を検討する際にも，消費的要
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因を具体的に解明する視点と手法が有効であるという点である。外来野菜の普及に関
する研究では，従来から消費的要因の重要性が示唆されつつも，生産的要因のみが重
視されがちであり，地理学でもその傾向が強かった。しかし外来野菜の普及には，栽
培技術の確立もさることながら，栽培の前提となる育採種技術の確立や需要を創出し
拡大するための調理法の考案がとくに重要な条件であった。 
二点目は，大正期から昭和戦前期にかけて成立した生産地域が，外来野菜を日本に
定着させ，少なくとも大都市市場において「大衆化」と呼べる程度にまで普及を進展
させる上で重要な役割を担ったことである。従来の研究では高度経済成長期における
主産地の形成が遠隔の外来野菜生産地域を成立させたと考えられてきた。しかしなが
ら本研究によって，大正期から昭和戦前期にかけて成立した産地こそが，育採種技術
の確立，都市市場と結合した生産と出荷，都市の一般大衆の日常的な消費との結びつ
きなどの点で，外来野菜の普及を進展させたことが明らかになった。その意味におい
て，大正から昭和戦前期にかけて成立した外来野菜の生産地域を本格的な主産地形成
の「前史」と捉える従来の見方は，今後改める必要があるといえる。 
 三点目は，キャベツ・ハクサイの産地が全国各地に成立し，しかも広範囲に流通す
るようになったことにより，同一品目の野菜が日本国内で広く流通・消費される状況
を現出させたことである。キャベツ・ハクサイが新たな調理法などの情報と一体とな
って，全国の都市市場へと供給されるようになったことは，外来野菜が大正期から昭
和戦前期における大衆消費社会の到来と不可分に結びつく形で，都市社会を中心に普
及していったことにほかならない。この事実は，それ以前の自給自足もしくは近郊園
芸による地域的差異の大きな野菜の生産と消費のありようを一変させた点で，大きな
歴史地理学的意義を有するといえる。 
最後に四点目として，大都市で醸成された大衆消費文化における重要な要素として，
キャベツ，ハクサイの食文化が地方へと波及していったことは，日本人の伝統的食生
活においてきわめて重要であった野菜について，従来は大きかった地域的差異を縮小
する意味があったと結論づけた。 
